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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒストンH1タンパク質は、ヌクレオソーム間のリンカーDNAに結合し、クロマチン繊維と呼ばれる高分子構造を形成します。ヒストンH1は、ヌクレオソーム鎖を高次構造の繊維に凝縮するために不可欠です。また、クロマチンリモデリング、ヌクレオソームスペーシング、DNAメチル化を介して、個々の遺伝子転写の調節因子としても機能します。
	研究分野
	-
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	すべてのレーンでは、抗体を 1:1K に希釈して室温で 1 時間使用します。
	

	Jurkat 細胞溶解物中のリン酸化ヒストン H1.4 (T17) 発現のウェスタン ブロット分析。
	

	リン酸化ヒストン H1.4 (T17) 抗体を使用した、パラフィン包埋マウス結腸の免疫組織化学分析。

